ポケットで誤点灯しない懐中電灯アプリ：ライトの誤作動を防ぐ方法
ポケットの中で懐中電灯が勝手に点いてしまう。ポケット保護機能がこの問題を解決します。
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懐中電灯が勝手に点いてしまう問題

ポケットやカバンに手を入れたら、スマホの懐中電灯がずっと点いていた——いつからなのかも分からない。本体は熱を持ち、バッテリーは減っているのに、まったく気づかなかった。これはスマートフォン利用者から最も多く寄せられる不満のひとつです。

iPhone では、コントロールセンターやロック画面の懐中電灯アイコンが、押し込みやわずかな接触で誤って作動することがあります。Android でも、クイック設定のタイルや物理ボタンの組み合わせによって、気づかないうちにライトが点灯してしまいます。


誤点灯が起きる理由


	ロック画面の懐中電灯ボタン — 新しい iPhone では、ロック画面の懐中電灯アイコンを強く押すとライトが点きます。スマホが脚に押し付けられたときに起こりがちです。

	ポケット内のクイック設定 — Android スマホは薄い布地越しでもタッチを認識してしまいます。

	サイドボタンの組み合わせ — 電源ボタンの2回押しで懐中電灯が点く機種もあります。

	アプリの誤起動 — 懐中電灯アプリが開いてしまうと、意図しないタッチでライトが点灯します。




ポケット保護機能のしくみ

ポケット保護機能は、スマホの近接センサーを使って、端末がポケットやカバンの中にあることを検知します（センサーが画面のすぐ近くにある物体を感知します）。ポケットモードが有効なあいだは、次のように動作します。


	画面に触れても懐中電灯は点灯しません。

	近接センサーがふさがれているあいだ、アプリはすべての操作を無視します。

	スマホを取り出してセンサーが開放されると、すぐに通常動作に戻ります。




OneTap - Flashlight & SOS：ポケット保護機能を標準搭載

OneTap - Flashlight & SOS は、ポケット保護を標準機能として搭載しています。


	近接センサーによる検知 — ポケットやカバンの中での点灯を自動的に防ぎます。

	誤操作によるバッテリー消耗なし — 電池を節約し、本体の発熱も防ぎます。

	即座に復帰 — スマホを取り出した瞬間から通常どおり使えます。

	すべてのモードに対応 — LED、画面ライト、SOS、ストロボのいずれもポケット保護に従います。

	広告なし、追跡なし、オフラインで動作。



iPhone 版 OneTap または Android 版 OneTap をダウンロードして、ポケットの中でバッテリーを無駄にするのはもう終わりにしましょう。
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